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再生医療分野において、骨再生は他分野に先

駆けて臨床にも応用されており、社会的評価

もなされてきてはいるものの、未だ越えるべ

きハードルがいくつもあるのが実状といえる。

例えば、硬組織である骨の再生では、軟組織

とは異なり移植材そのものが術直後より物理

的負荷に耐えられるものであり、かつ賦形し

た移植時の形態を維持したまま再生がなされ

るという特異性が求められる。 

以上に加えて、再生に用いられる骨移植材

の基本的性状に関する課題なども数多く存在

する。例えば、Hydroxyapatite(HA)が骨伝導

性を示すことはよく知られているが、HAに過

飽和となっている生体内では溶解性を示さな

いことは一般的にあまり知られていないよう

である。その中でも、焼成によって産生され

る高温型HAは、破骨細胞による吸収を起点と

する骨置換性を生じることがないので、骨移

植材としてよりもインプラント表面へのコー

ティング材として適合しているといえる。こ

れに対して、常温で産生される低温型HAは、

材料自体が骨伝導性を示すと共に破骨細胞に

よる吸収を起点とする骨置換性を示してくる

ので、経時的に発生する骨リモデリングに対

応した骨移植材として優れていると考えられ

るのである。すなわち、HAは生体内挙動にお

いて多面性を示すにもかかわらず、臨床では

画一的性状として捉えられることが多かった

のではなかろうか。この他にも種々の課題が

存在するが、ほとんどの移植材に共通する問

題は、材料自体が形状に対する賦形性と保持

性を有していないということであろう。 

 時々刻々と大きく変貌し進化する骨再生医

療において、材料や術式などに臨機応変に対

応し得る専門的知識を有する臨床医は極めて

少数であり、現実には暗中模索の中で臨床が

行なわれているのが実情ではなかろうか。一

方、インプラントに対する社会的ニーズの増

加と多様化により、骨再生を必要とする患者

の比率は以前にも増して大きくなっているこ

とは疑いようのない事実である。 

このような状況を鑑み、近年開発された

Self-hardening Calcium Phosphates(SHCP)

を例にして、骨再生に関する種々の問題を一

旦基礎的分野から整理・分類していこうと考

えた。その中でも、特に SHCP における骨再生

の基本的概念と臨床応用の観点から述べてみ

たい。 
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